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	応用
	抗原情報
	背景
	乳酸およびピルビン酸の細胞膜輸送は、プロトン結合モノカルボキシレートトランスポーター（MCT）ファミリーのメンバーによって触媒され、このファミリーは溶質輸送体ファミリー16と命名されています。各MCTは、それぞれが属する組織の代謝要件と関連し、基質および阻害薬に対する特異性、ならびに輸送速度論において若干異なるようです。MCTには、MCT1（SLC16A1; MIM 600682）およびMCT2（SLC16A7; MIM 603654）が含まれ、12個の膜貫通ドメインが予測されています（Price et al., 1998 [PubMed 9425115]）。[OMIM提供、2008年3月]、機能：プロトン結合モノカルボキシレートトランスポーター。乳酸、ピルビン酸、ロイシン、バリン、イソロイシン由来の分岐鎖オキソ酸、そしてケトン体であるアセト酢酸、β-ヒドロキシ酪酸、酢酸など、多くのモノカルボン酸の細胞膜を介した迅速な輸送を触媒する。,類似性：主要促進因子スーパーファミリーに属する。モノカルボン酸ポーター（TC 2.A.1.13）ファミリー。,組織特異性：骨格筋で高発現する。,
	研究分野
	代謝; 経路とプロセス; 代謝シグナル伝達経路; 炭水化物代謝; シグナル伝達; 細胞膜; チャネル; がん; がん代謝
	画像データ
	

	MOT4抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したMCT4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	MCT4ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたPC-3細胞のウェスタンブロット解析

